参考２（副校長・教頭）
     「評価に当たっての着眼点」及び「職務を遂行する上で通常必要な水準（行動例）」
	職務
分類
	評価
項目
	評価に当たっての着眼点
	職務を遂行する上で通常必要な水準（行動例）

	教 育 内 容 の 管 理
	能力
	○教育課程の編成

○児童・生徒理解に関する
 　指導
	○学習指導要領に基づき、地域や学校の実態等を考慮し、 　適切な教育課程を編成できる。
○教職員に児童生徒の実態を踏まえた適切な指導を行うように指導・助言ができる。

	
	業績
	 ○教員の指導

 ○学校教育の改善

 ○関係機関との連携
 ○児童生徒の安全管理


	○教員が質の高い教育を提供できるよう、校内研修の推進や適切な指導・助言ができた。
○課題意識を持って学校教育活動を見直すとともに、必要な改善を行い、学校教育の向上に努めることができる。
○保護者や地域との連携を進めることができる。
○児童生徒の健康及び安全の管理を適切に行うことができる。



	教 職 員 の 指 導
	能力
	 ○教職員の指導

 ○職場の環境作り
 ○教職員の評価


	○個々の教職員の職務状況、能力、適性等について把握し、人材育成の観点から指導・助言ができる。
○教職員が発想やアイデアを大切にし、共同して取り組めるような職場環境づくりに努めることができる。
○教職員の服務状況を把握し、公平・公正に評価することができる。

	
	業績
	 ○校内組織の活性化

 ○教職員の指導

 ○教職員組織の意思統一


	○教職員の能力や職務状況を把握し、その能力を発揮させるよう、必要な指導・助言及び人材活用を行った。
○規律を確保するとともに、円滑な人間関係作りに努めた。
○教師の資質・指導力を高めるための指導・助言を行った。
○多忙化改善に向けて、指導・助言を行った。
○全教職員が一体となり学校運営・教科指導等にあたれるように、校長と教職員との連絡調整に努めた。

	校 務 の 企 画・調 整
	能力
	 ○学校運営に関する見識

 ○家庭･地域への説明･調整

 ○学校環境の整備

	○学校全体を見渡し校長を補佐しながら学校経営方針に沿った職務遂行を行うことができる。
○開かれた学校づくりに向けて家庭・地域等との対応や調整が適切にできる。
○学校環境に気を配り、課題解決のために校長に提言ができる。

	
	業績
	 ○学校運営の技能

 ○関係機関との連絡・調整

 ○危機管理


	○状況を的確に捉え、課題解決のため校長を助け、校長の判断に基づき、学校運営を円滑に行っている。
○学校に対する家庭・地域からの要望を把握し、学校運営に生かすために連絡・調整を行った。
○情報収集を行い安全管理を徹底し、事故防止への対応を行った。

	共    通
	意欲
	○積極性・リーダーシップ

○責任性
○協調性

○規律性
○自己啓発


	○校長を補佐し、特色ある学校づくりに向け、取り組む態度がみられる。
○管理職としての自覚の下に職務に専念している。
○教職員とコミュニケーションを図り、協調性を高め、職員全体で諸課題を解決している。
○教育公務員としての基本的な職責や義務を自覚するとともに、職員への指導徹底を図り、職務を遂行しようとする姿勢が見られる。
○研究・研修の必要性を自覚し、向上心を持ち研修に努めている。


